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図書館へ行こう おはなしの時間

　
私
は
、
旭
市
を
紹
介
す
る
と
き
に
、
九

十
九
里
海
岸
の
東
端
に
位
置
し
、
日
本
一

身
近
な
海
づ
く
り
推
進
事
業
「
ぽ
る
ぽ

ろ
」
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
て
い

ま
す
。
海
は
旭
の
シ
ン
ボ
ル
の
一
つ
で
あ

り
、
地
域
の
特
色
で
あ
る
寒
暖
差
の
少
な

い
気
候
を
つ
く
り
、
私
た
ち
に
大
き
な
恵

み
を
与
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
豊
か
な
漁
場
で
あ
る
飯
岡
沖
で
は
、
イ

ワ
シ
や
ヒ
ラ
メ
、
シ
ラ
ス
な
ど
の
新
鮮
な

水
産
物
が
取
れ
、
食
卓
を
彩
っ
て
く
れ
ま

す
。
昨
年
は
「
大
粒
活
は
ま
ぐ
り
」
が
、

テ
レ
ビ
番
組
で
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
グ

ル
メ
の
全
国
１
位
に
選
ば
れ
、
市
へ
の
寄

付
額
を
大
き
く
押
し
上
げ
ま
し
た
。

　
海
は
市
民
に
と
っ
て
身
近
な
憩
い
の
場

で
も
あ
り
ま
す
。
サ
ー
フ
ィ
ン
を
す
る
人

や
海
岸
沿
い
を
散
歩
す
る
人
、
波
音
に
耳

を
傾
け
た
り
、
朝
日
や
夕
日
を
眺
め
た
り

す
る
人
な
ど
、
日
ご
ろ
か
ら
多
く
の
市
民

が
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
夏
に
は
矢
指
ケ
浦
海
水
浴
場
が
開
設
さ

れ
、
海
水
浴
客
で
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
ま
す
。

市
外
か
ら
も
サ
ー
フ
ィ
ン
や
釣
り
な
ど
の

レ
ジ
ャ
ー
を
目
的
に
、
多
く
の
人
が
訪
れ

ま
す
。
ま
た
ロ
ケ
地
と
し
て
も
活
用
さ
れ
、

海
岸
や
灯
台
な
ど
を
舞
台
に
、
Ｃ
Ｍ
や
ド

ラ
マ
が
撮
影
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
旭
の
海
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
を
持
つ

重
要
な
地
域
資
源
で
す
。
今
後
は
国
と
県

が
推
進
す
る
、
海
と
漁
業
の
ま
ち
な
ら
で

は
の
魅
力
を
生
か
し
た
「
海う

み
業ぎ

ょ
う

」
の
展
開

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
市
と
し
て
も
飯
岡
漁

港
を
中
心
に
、
地
域
振
興
と
に
ぎ
わ
い
の

創
出
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
何
よ
り
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の

が
、
海
岸
清
掃
な
ど
を
行
う
地
域
住
民
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
存
在
で
す
。
海
を
守
る

人
た
ち
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の

皆
さ
ま
に
も
海
の
大
切
さ
を
再
認
識
し
て

い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。「
チ
ー
ム

旭
」
で
海
を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

旭
が
誇
る
海
を
守
ろ
う

第
三
十
二
回

本城雅人 著（東京創元社） 誉田哲也 著（双葉社）

　26年前、奇跡の逆転試合を起こし、そ
れを機に優勝した阪和バーバリアンズ。
その栄光の影で球団を去った男がいた…。
チーム思いの彼に罪を被せた者は誰か。

　内閣官房参与への就任がささやかれる
大学客員教授の車から、血付きの財布が
見つかった。逮捕された教授の取り調べが
続く中、捜査はある死亡事故に行きつき…。

「九人のレジェンドと愚か者が一人」 「首木の民」

◦�あなたの代わりに読みました
	 （斎藤美奈子）
◦室町ワンダーランド	 （清水克行）
◦国民の違和感は9割正しい	（堤未果）
◦再生	 （山口由美子）　　     
◦深海世界	 （スーザン・ケイシー）
◦おなかの不調	 （江田証）
◦�発達が気になる子どもが小児科の専
門外来を受診するとき	 （柏木充）

◦更年期	 （高尾美穂）
◦レシピの役には立ちません
	 （阿川佐和子）
◦スマート農業	 （中野明正）
◦なんどでも生まれる	 （彩瀬まる）
◦海を破る者	 （今村翔吾） 
◦笑う森 	 （荻原浩）
◦町なか番外地	 （小野寺史宜）
◦明日、晴れますように   （川上弘美）�

◦黄昏のために	 （北方謙三）
◦オパールの炎	 （桐野夏生）
◦沙を嚙め、肺魚	 （鯨井あめ）
◦谷から来た女	 （桜木紫乃）
◦失踪人	 （小路幸也）
◦ルーマーズ俗	 （堂場瞬一）
◦鬼の哭く里	 （中山七里）
◦クスノキの女神	 （東野圭吾）
◦御庭番耳目抄	 （村木嵐）

幼児向けの絵本の読み聞かせ
日時／３日（土）、17日（土）
　　　午前10時30分～11時
場所／県立東部図書館３階　研修室

開館時間／火〜金曜日：午前９時〜午後７時
　　　　　土・日曜日、祝・休日：午前９時〜午後５時
今月の休館日／５日（月）、13日（火）、19日（月）、26日（月）
問市図書館（☎62-2560）　https://www.library-asahi-chiba.jp/
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